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い
つ
も
農
高
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
大
変
な
三
学

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

無
事
に
新
た
な
門
出
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
七
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
主
に
研

修
・
広
報
の
活
動
に
加
え
、
役
員
と
し
て
総

会
や
講
演
会
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
上
級
学
校
や
地
域
企
業
の
見
学
、

学
内
で
の
も
の
づ
く
り
体
験
を
実
施
し
、
保

護
者
と
し
て
も
大
変
刺
激
的
で
有
意
義
で
す
。

新
入
生
・
在
校
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
ぜ

ひ
お
す
す
め
し
た
い
活
動
で
す
。

　

広
報
紙
『
大
河
信
濃
』
で
は
、
生
徒
た
ち

の
活
動
の
様
子
が
分
か
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も

写
真
選
定
な
ど
に
携
わ
る
中
で
、
普
段
見
ら

れ
な
い
生
徒
の
姿
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
と
し
て
参
加
し
た
会
合
で
は
、

他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
報
告
や
有
識
者
の
講

演
な
ど
、
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

農
高
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
場
と
も
な
り
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
得
た
経
験
は
、

私
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
少
子
化
が
進
む
中

で
も
、
長
岡
農
業
高
校
は
実
践
的
な
学
び
に

あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
も
し
再

履
修
が
可
能
な
ら
私
も
授
業
を
受
け
た
い
ほ

ど
で
す
。
今
後
と
も
先
生
方
・
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
と
と
も
に
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
を
支
え
る
長
農
教
育

校 

長　

村 

山 

和 

彦

　

三
学
年
の
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
三
年
間
、
本
校
の
教
育
方
針
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
子
様
の
晴
れ
の

姿
を
見
て
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

二
学
期
は
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
で
の
最
優

秀
、
優
秀
賞
の
入
賞
、
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で

の
新
聞
部
入
賞
及
び
新
聞
年
間
紙
面
入
賞
、
書
道
部
の
入

賞
、（
新
聞
部
及
び
書
道
部
は
、
令
和
八
年
度
全
国
大
会
秋

田
大
会
の
出
場
権
）
タ
ニ
タ
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
な

ど
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
た
学
期
で
あ

り
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々

の
授
業
を
大
切
に
し
て
各
々
の
大
会
・
資
格
・
検
定
等
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
は
、一
九
四
八
年
（
昭

和
二
十
三
年
）
に
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
戦
後
の
新
制

高
等
学
校
の
学
習
活
動
の
中
で
、
農
業
高
校
生
の
自
主
的
・

自
発
的
な
組
織
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
、
全
て
の
都
道
府

県
に
農
業
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
、「
科
学
性
」、「
社
会
性
」、「
指

導
性
」
の
育
成
を
目
標
に
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

（Future Farm
ers of Japan

）（FFJ

）
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
三
六
九
校
、
約
七
万
二
千
人
の
生
徒
が
農
業
ク

ラ
ブ
員
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
会
名
は
、「
洪

志
会
（
こ
う
し
か
い
）」
と
い
い
、
先
輩
方
が
残
し
た
多
く
の

偉
業
を
継
承
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

理
念
で
あ
る
自
主
的
、
自
発
的
行
動
に
移
す
た
め
に
、
好

奇
心
、
責
任
感
、
集
中
力
、
粘
り
強
さ
な
ど
、
数
字
で
は
、

表
す
こ
と
が
難
し
い
「
見
え
な
い
力
」
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は

非
常
に
重
要
で
、
意
識
的
に
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
普
段
と
は
異
な
る
環
境
に
身
を
お
き
、
普
段
と
は
異
な

る
多
様
な
人
々
と
関
わ
る
こ
と
で
、「
見
え
な
い
力
」
が
身
に

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
学
校
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
、
実
践
的
に
地
域
農
業
や
伝
統
と
文
化

を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
校
内
学
習
成
果
発
表
会
に
お
い

て
は
、
コ
ー
ス
ご
と
に
様
々
な
テ
ー
マ
で
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
農
産
物
の
六
次
産
業
化
、
地
域
の
課
題
へ
の
取
組
、

環
境
保
全
活
動
、
食
の
安
全
・
安
心
な
ど
、
実
に
様
々
な
内

容
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
次
世
代

の
農
業
人
材
と
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
の
育
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
長
岡
農
業
高
校
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



修学
　旅行
修学
　旅行

in 兵庫・京
都

月／日 行　　　　　　　　程

10／7 長岡  ……  東京  ……  新神戸  ──  人と防災未来センター＆メモリアルパーク  ──  
神戸湾トワイライトクルーズ（テーブルマナー講習）  ──  神戸（泊）

10／8 神戸（宿）  ──  淡路島コース別農業研修  ──  北野エリア異人館散策  ──  神戸（泊）

10／9 神戸（宿）  ──  大阪・関西万博 2025  ──  京都（泊）

10／10 京都（宿）  ──  希望者別京都市内研修  ──  京都  ……  東京  ……  長岡

新幹線の思い出新幹線の思い出
２年３組　２年３組　長谷川ナターシャ・馬場　愛莉長谷川ナターシャ・馬場　愛莉

　修学旅行で１番楽しかった思い出は、新幹線の移動です。　修学旅行で１番楽しかった思い出は、新幹線の移動です。
近くの席の子とたくさんお喋りをしたり、トランプなどを近くの席の子とたくさんお喋りをしたり、トランプなどを
持ち寄ってカードゲームをしました。学校生活でもみんな持ち寄ってカードゲームをしました。学校生活でもみんな
と仲良くしていきたいです。と仲良くしていきたいです。

大阪万博大阪万博
２年２組　２年２組　梨本　恋音梨本　恋音

　私の修学旅行での思い出は、大阪万博です。その中でも　私の修学旅行での思い出は、大阪万博です。その中でも
クラスで行った大阪ヘルスケアパビリオンの25年後の自クラスで行った大阪ヘルスケアパビリオンの25年後の自
分に会える体験がとても楽しかったです。もう大阪万博は分に会える体験がとても楽しかったです。もう大阪万博は
行けないけど、よい思い出をつくることができました。行けないけど、よい思い出をつくることができました。

修学旅行で印象に残ったこと修学旅行で印象に残ったこと
２年４組　２年４組　高橋　陽心高橋　陽心

　私が修学旅行で一番印象に残ったことは、神戸の「人と　私が修学旅行で一番印象に残ったことは、神戸の「人と
防災未来センター」のシアターで映像を見たことです。実防災未来センター」のシアターで映像を見たことです。実
際の震災や津波の様子を見て、とても衝撃を受け、防災の際の震災や津波の様子を見て、とても衝撃を受け、防災の
意識を高めようと改めて考えさせられました。意識を高めようと改めて考えさせられました。

楽しかった修学旅行楽しかった修学旅行
２年１組　２年１組　宮島　菜乃・原田　優愛宮島　菜乃・原田　優愛

　修学旅行で一番楽しかったのは、ホテルです。部屋がと　修学旅行で一番楽しかったのは、ホテルです。部屋がと
ても綺麗で、食事もおいしくとてもよかったです。部屋移ても綺麗で、食事もおいしくとてもよかったです。部屋移
動をし友達とたくさん話せたこともよい思い出になりました。動をし友達とたくさん話せたこともよい思い出になりました。

２年１組２年１組 ２年２組２年２組

２年３組２年３組 ２年４組２年４組



１年を振り返って１年を振り返って

PTA後期研修

１年Ｐ
　小国和紙を使った作品製作を
させて頂きました。和紙の原料
となる楮（コウゾ）は１つの木
が上手く循環され、和紙になり、
肥料になり、美味しい牛乳を作
るための役に立つことを初めて
知りました。こんにゃくのりを
使ってのペーパーウェイト製作
は、本当に無心になってやれま
した。手が汚れる等もなく、手
軽に体験できるものだと思いま
す。また機会があれば参加させ
て頂きたいと思います。

２年Ｐ
　和紙を使った作品を作ると聞
いて「参加したい」と思いました。
小学生の頃、紙漉きを体験した
事があり期待がとても膨らみま
した。
　講師の方が和紙の原料となる
楮の成長のお話を聞かせてくだ
さり、半年間で４ｍにもなると
聞いて驚きました。作品はペー
パーウェイトを作りました。手
の平サイズの石に色鮮やかな和
紙をこんにゃくのりを使い粘り
つけ完成させました。ありがと
うございました。

不撓不屈の年
２学年主任　鈴木　孝紀

　多くの行事が波のように押し寄せて
くる中、皆で力を合わせ乗り越えてき
ました。それぞれの試練ごとに大きく
成長する生徒が現れ、３年生の庇護の
元、一歩先に進んだ生徒が２学年全体
を牽引してきました。もう３年生は導
いてくれません。成長した自分の力で、
全員で大きく羽ばたいてください。

１年間を振り返って
３学年主任　関川喜久男

　今年度は最高学年として体育祭や長農祭の学校
行事や各種委員会、部活動など長やリーダーとし
てまとめていかなければならない立場にありまし
た。様々なプレッシャーもあったかと思いますが、
なんとか役目を果たし乗り切ってくれたかと思い
ます。また、自分の卒業後の進路を決めるべく入
試や就職試験にチェレンジし、結果を出してくれ
ました。
　卒業後も高校生活での経験や実習で学んだ仕事
の段取りの仕方などを就職先の業務や学生生活に
いかしていってください。皆さんの活躍を祈念し
ております。

1 学年で実施したこと
１学年主任　押野見英雄

　例年並みに行事をこなした1年生。5月
には「新しい時代に求められる学力育成
推進事業」で、宮内摂田屋地域の理解を
深めるため、まちを歩いて観察しました。
また、新潟大学創生学部の学生7名と本
校卒業の教育実習生2名も加わり「セッ
タニア2025座談会」を開催。大学生と
の交流も深まり有意義でした。

２年Ｐ
　昨年の後期研修会がとても楽
しかったので、今年も参加させ
て頂きました。ベーグルもソフ
トフランスピザもトッピングの
具を沢山用意していただいたの
で、オリジナルのパンが作れた
事が、作っていてとても楽しかっ
たです。家族にも大好評でした。
家でもレシピを参考に作ってみ
ようと思います。
　最後に、講師に来て頂いた佐
藤様と企画して頂いた研修委員
の方々、楽しい企画をありがと
うございました。

１年Ｐ
　生まれて初めてのパン作りで
した。大好物のパンですが、手
作りの出来たての味は格別でし
た。細やかな準備からご指導全
てにおいて、先生方やPTA役員
の方々、本当にありがとうござ
いました。講師の先生方が農業
高校の卒業生との事で、とても
素敵な事だと感じました。研修
会では、子の上級生の保護者の
方とも交流でき、楽しく有意義
な時間を過ごすことができまし
た。

セッタニア準備委員会（９月）

２年保護者対象進路説明会（11月）

10
18

パン製造体験
（ベーグル・ピザパン）

講師：佐藤円香 様

小国和紙を使った小物製作
講師：小国和紙生産組合
　　　　　今井千尋 様



１年を振り返って１年を振り返って

PTA後期研修

▪
進
路
指
導
部
よ
り

　
今
年
の
三
年
生
は
、
現
在
一
五
三
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
三
年
間
積
み
重
ね
た
進
路
活
動

で
培
っ
た
力
を
基
に
、
保
護
者
や
自
分
自
身
と

の
対
話
を
経
て
大
き
な
決
断
を
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
と
得
ら
れ
た
自
信
を
活
か
し
、
進
路
先

に
お
い
て
も
更
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
進
路
決
定
状
況
は
表
の
通

り
で
す
。
進
学
・
就
職
の
割
合
は
、
就
職
希
望

者
が
例
年
の
三
割
を
下
回
り
、
進
学
希
望
者
が
七
割
強
と
進
学
者
の
増

加
と
就
職
の
減
少
が
生
じ
ま
し
た
。

進
学
に
お
い
て
は
専
門
学
校
の
割
合
が
大
幅
に
増
加
し
、
四
年
制
大
学

希
望
者
が
一
三
名
、
短
期
大
学
希
望
者
が
二
名
、
計
一
五
名
と
前
年
度

の
二
九
名
か
ら
一
四
名
減
少
し
ま
し
た
。

　
就
職
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
高
校
生
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
企
業

が
今
年
度
も
多
く
、
一
〇
〇
社
以
上
の
企
業
が
七
月
の
解
禁
以
降
本
校

を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
製
造
業
を
中
心

に
様
々
な
業
種
を
希
望
す
る
生
徒
が
増
え
た
本
校
の
民
間
就
職
一
次
応

募
の
内
定
率
は
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
約
九
〇
％
で
し
た
。
今
年
度
も
意

思
決
定
が
間
に
合
わ
な
い
、
進
学
か
ら
就
職
に
切
り
替
え
る
、
で
一
次

応
募
を
見
送
り
、
二
次
以
降
の
応
募
の
時
期
に
な
っ
て
か
ら
、
自
己
の

現
状
や
将
来
を
直
視
し
始
め
た
生
徒
も
若
干
名
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
初
、
就
職
を
希
望
し
て
い
た
者
の
中
で
急
遽
進
学
に
切
り
替
え
る
生

徒
が
い
た
の
も
事
実
で
す
。

　
「
農
業
」
分
野
に
お
い
て
は
、
今
年
度
も
「
農
業
」
を
活
か
し
た
進
学

者
（
四
年
生
大
学
農
学
部
や
農
業
大
学
校
等
）
や
農
業
関
連
の
就
職
者

が
多
く
、
本
校
の
学
び
を
更
に
追
求
し
て
い
く
よ
う
な
進
路
意
識
の
者

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
二
年
生
後
半
か
ら
の
進
路
活
動
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
と
、
早
め
の
意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
も
日
頃
の
学
習
が
進
路
決
定
に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
生
徒
と
保
護
者
と
の
進
路
に
対
す
る
会

話
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
普
段
の
会
話
の
中
に
進
路
の
こ
と
を
少
し
ず
つ
入
れ
て

頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
一・二
年
生
は
、
進
路
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
次
の
段
階
に
進
み
ま
す
。
土

台
と
な
る
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
大
切
に
し
、
未
来
の
姿
を
決
め

る
自
己
の
進
路
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

３年生進路決定状況（153名）� 令和８年2月現在

進　　　学 就職
その他・
未定者四年制

大学※
短期
大学

専門
学校

農業大
学校

各種
学校等 民間 公務員

13 2 92 7 0 37 1 1

※国公立大学１名含む

２年１組　　　　２年１組　　　　
山本　龍輝山本　龍輝

　僕たちは日頃から練　僕たちは日頃から練
習を積み重ねてきたり習を積み重ねてきたり
と、心強い当日クラスと、心強い当日クラス

の皆の応援もあり、優勝できて本当に嬉の皆の応援もあり、優勝できて本当に嬉
しかったです。来年は最後のクラスマッしかったです。来年は最後のクラスマッ
チなのでまたクラス一丸となって優勝しチなのでまたクラス一丸となって優勝し
たいです。たいです。

優勝
絵合わせ

１年4組　１年4組　髙森　瀬名髙森　瀬名
　僕たち１年生は初めて　僕たち１年生は初めて
のクラスマッチでした。のクラスマッチでした。
練習の時には、基礎練習練習の時には、基礎練習
をしたり、ローテーショをしたり、ローテーショ

ンを考えたりして、１勝でも多くできるよンを考えたりして、１勝でも多くできるよ
うにみんなで考えました。優勝できてよかっうにみんなで考えました。優勝できてよかっ
たです。たです。

優勝
混合バレーボール

３年１組　３年１組　猪俣くるみ猪俣くるみ
　私たちは昨年、初戦敗　私たちは昨年、初戦敗
退という悔しい結果とな退という悔しい結果とな
り最後は絶対に優勝するり最後は絶対に優勝する
という強い思いで取り組という強い思いで取り組

みました。昼休みも全員で練習を行い当日みました。昼休みも全員で練習を行い当日
に向けて準備をしてきました。最後に優勝に向けて準備をしてきました。最後に優勝
という最高の形で終わることができ良かっという最高の形で終わることができ良かっ
たです。たです。

優勝
ドッチボール

３年３組　　　３年３組　　　
植田　悠良植田　悠良

　高校生活最後の　高校生活最後の
球技大会で優勝す球技大会で優勝す
ることができましることができまし

た。毎日の練習と、クラスメイトのた。毎日の練習と、クラスメイトの
応援のおかげで優勝することができ応援のおかげで優勝することができ
たと思います。思い出を１つ増やすたと思います。思い出を１つ増やす
ことができてよかったです。ことができてよかったです。

優勝
男子バスケットボール

２年３組　２年３組　佐藤　優花佐藤　優花
　球技大会最初の種目から優勝　球技大会最初の種目から優勝
できたので、クラス全体の団結できたので、クラス全体の団結
力と士気が高まり、良いスター力と士気が高まり、良いスター
トをきれました。それが他の種トをきれました。それが他の種

目でも発揮され、総合優勝に繋がったと思います。目でも発揮され、総合優勝に繋がったと思います。
来年も良いスタートをきれるよう、日々の練習に来年も良いスタートをきれるよう、日々の練習に
力を入れて頑張りたいと思います。力を入れて頑張りたいと思います。

優勝
タイミング

２年３組　２年３組　西坂　穂香西坂　穂香
　私はこのクラスで優勝できた　私はこのクラスで優勝できた
ことをとても嬉しく思います。ことをとても嬉しく思います。
私たち女子バレーは「声を出す私たち女子バレーは「声を出す
こと」「楽しく戦うこと」を意こと」「楽しく戦うこと」を意

識して戦いました。今後の活動もクラス全員で楽識して戦いました。今後の活動もクラス全員で楽
しく、そして元気よく取り組んでいきたいです。しく、そして元気よく取り組んでいきたいです。

優勝
女子バレーボール



農

　栄養化学コースでは食品の成分分析や食品の衛生、食
品に関わる微生物について実験・実習を通して学び、将
来の進路実現を目指しています。
　今年度も食品化学分野ではソモギー変法による還元糖
の測定やタンパク質量の測定などを行い、食品微生物分
野では大腸菌群検査やグラム染色など様々な実験を行い
ました。

　3年生は、米の消費拡大を目指して「マ
ガモを利用した付加価値米の生産」「酒粕
を使用した酒米の生産と日本酒の醸造」「加
工米の生産と米粉の普及」「糯米の栽培
と普及」などをテーマに課題研究に取り
組みました。猛暑による影響は思いの他
小さく、長岡農業まつりや長農祭で生産
物を多くの方に販売することができまし
た。長谷川酒造様の協力のもと醸造した
日本酒は、卒業の日にあわせて販売が開
始されます。

　５月に長岡市民防災公園で行われた長岡市花いっぱい
フェアで製品販売を行いました。みそやジャムだけでな
く課題研究で考案したフィナンシェなども販売させてい
ただき大盛況で終えることができました。また10月25
日にはハイブ長岡で開催されたワンジャーランドフェス
2025にも参加し、全員が課題研究で創作したスイーツ
や製菓類を販売しました。どれも評判のうちに完売する
ことができ3年生全員で充実感を味わうことができまし
た。長農祭でも例年通りの製品販売を行うことができ食
品加工コースの製品を多くの方々にお買い求めいただき
ました。今年度は各自が自覚をもち課題に向かって食品
製造を行いとても充実した一年を送ることができました。

　今年の青果生産コースは、「実り」
の一年でした。猛暑の影響も少なく、
野菜や果樹などの収穫物に恵まれ
ました。野菜苗の販売会はもとより、
振り売りや長農祭でも沢山のお客
様に購入していただき、自分たち
の作ったものを欲しいと言ってい
ただける喜びを感じることができ
ました。

各コース各コースのの取り組み取り組み

作物生産コース作物生産コース

青果生産コース青果生産コース

食品加工コース食品加工コース

栄養化学コース栄養化学コース
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田
﨑　

美
紅

分
野
畜
産�

優
秀
賞　

３
年　

増
茂　
　

立

�

優
秀
賞　

３
年　

黒
田
実
乃
里

分
野
食
品�

優
秀
賞　

３
年　

石
原　

奈
々

ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議

　
　
（
山
梨
県
立
北
杜
高
等
学
校
）

�

参
加　

３
年　

杵
渕　

綾
音

部
活
動
・
各
種
大
会
結
果
報
告

地域地域
連携連携

最優秀賞
摂田屋の発酵文化で地域を彩る
　　　　長岡農業高校による新商品開発プロジェクト
～サフラン酒フィナンシェ、酒粕クッキー、米麹バゲットを通じた地域活
性化と「美味しさ」の科学的探求～

優秀賞 サツマイモで地域活性化！

優秀賞 ゴーヤのグリーンカーテンプロジェクト

優秀賞 酒粕とおからを利用した豚肉の肉質向上！！

令和７年度　令和７年度　校内学習成果発表会校内学習成果発表会
県大会
出場

◦編集後記
 ご覧いただきありがとうございまし
た。生徒たちが日々の実習や学習を通
して、農業の大切さや命と向き合う姿
をお伝えしたく編集しました。写真や
記事から、学校生活の温かい雰囲気
や成長の様子を感じていただければ幸
いです。発行にあたりご協力いただい
た皆様ありがとうございました。
� （広報副委員長　高橋　早織）

長谷川酒造　ふるさと納税返礼品
作物生産コース
本校のお米と日本酒が長岡市の
「ふるさと納税」返礼品になりました。

「いも奉行」コラボ
青果生産コース 野菜専攻
今年度、宮内駅前の「いも
奉行」さんとコラボしまし
た。珍しい品種を含めた５
品種のサツマイモ栽培に取
り組みました。私たちの栽
培したサツマイモを使用し
た加工品の共同開発に取
り組み、地域を盛り上げる
ことができました。

新たに行った外部連携
の取り組みをご紹介し
ます。ぜひ二次元コー
ドからご覧ください。

◦写真提供者　写真かたぎり 様

▼

長岡農業高校HP

▼

長岡農業高校note

ふるさとチョイスHP

◦広報委員〈敬称略〉
　�広報委員長　阿部　美枝
　広報副委員長　​椛澤　香実／坂詰千恵子／​高橋　早織
　浮部佳奈子／黒田　広恵／諸橋　幸恵／平沢　和枝
　上村　優妃／佐治真理子／鈴木ゆかり／井開加奈子
　岩本奈緒美／佐藤　美香／金子　英子／内山　　恵
　高山　健司／立野　綾子／中村　由美／星野　康明
　早川たか子／清水　真里

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技
会
（
野
菜
）

最
優
秀
賞

最
初
で
最
後
の
全
国
大
会

�

３
年　

上
村　

璃
希

　

初
め
て
全
国
大
会
に
出
場

し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
力
で
努

力
し
た
二
ヵ
月
間
、
誰
も
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
結
果
で
自
分

の
努
力
を
証
明
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
大
会

に
向
け
て
み

ん
な
と
一
緒

に
勉
強
し
た

時
間
は
大
切

な
思
い
出
で

す
。

タ
ニ
タ
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

生
産
技
術
科

�

3
年　

米
持　
　

凛

�

田
井　

那
奈

�

瀧
澤　

茉
帆

　

選
択
科
目
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
」
で
取
り
組
ん
だ
、
郷
土
料

理
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
レ
シ
ピ
で

受
賞
し
ま
し
た
。
応
援
投
票
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学生が土作りか
ら励んだ特別な
お米と日本酒。
若き力が生んだ、
ここでしか味わ
えない地元の自
信作。

長岡農業発


